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遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の観察一覧である。

作成は、加島が担当した。

(2)遺物観察表の各掲載については、以下の通りである。

法  量  欄…… ( ):復元推定値

形態 。施文 欄……土器の各部名称は略記した。

例)口→口縁部、胴→胴部、底→底部等。

胎土・焼成 欄……胎土欄では混和剤を略記した。

例)長→長石、石→石英、金ウ→金雲母、精→精製土。

( )の数値は、混和剤粒子の大きさを示す。

焼成欄の略記について。◎→良好、O→良、△→不良。

表92 竪穴式住居l■一覧

竪穴

(SB)
時 期 平面形

規  模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)X深さ

埋  土
床面積 穴

＞

柱

本

主

＜

内 部 施 設
司壁潟 備    考

■ｍ 笥麻 土坑 炉

ユ 古墳後期 隅丸方形 355+α ×400× 005
暗褐色土

(10Y R 3/3)
142+β 2 ○

弥生後期 隅九方形 516× 498× 015
褐色土

(10Y R 4/4)
2569 4 ○ ○

炉の周囲には小ピット
が伴う。

古墳後期 方 形 485× 456× 005
暗褐色土

(10Y R 3/3)
2211 4 ○ ○

表93 竪穴式住居址の炉・カマドー覧

竪穴
(SB)

時 期 炉 カマ ド 位  置 平面形
規  模 (m)

長さ(長径)×幅(短径)×深さ
出土遺物 備    考

l 古墳後期 ○ 住居北壁の中央 瓢箪形 12× 07× 012 磁片

3 弥生後期 ○ 住居中央の南寄り 長方形 06× 055× 03 支脚・甕片
埋土下部は炭化物層で

ある。

4 古墳後期 ○ 住居北壁の中央 不整楕円形 142× 105× 016 土師器片

表94 掘立柱建物l■一覧

掘立
模
＞間
規
く 方 向

桁 行 梁 行
方 位

床 面 積
(∬ )

時 期 備    考
実長 (m) 柱 問寸法 (m) 実長 (m) 柱 間寸 法 (m)

1 2× 1 東 西
55, 166
70

N-76-W 536
6C前半
以 前

2 2× 2 東西

６４

７５
鶴

ａ

炒

馘

26, 137
39, 148
40_ 130

N-625-Ⅲ V 5～ 6C

2× 1 東西
26, 153
45

N-875-W 553 5～ 6C
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表96 SB3出土遺物観察表 土製品

遺 構 一 覧

表95 土坑一覧

坑
Ю
土
ｔＳ
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)X幅(短衛 IX深さ

床面積
(請 )

遅 土 出土遺物 時 期 備 考

1 C2
隅 丸
長方形

浅 ヤヽ
逆台形

HИ×075× 0.05 093
黒褐色土

(10YR4/1)

弥生土器
土師器

S P86と 121に切ら
れる。

C2
不整陽丸

長方形
浅い血状 915× 2.0×α15 6B

―黒色土

(5Y2/1)
器
玉
須

管
6C初頭

B4
隅 丸
‐長方形

浅い皿状 0.5X0391X007 黒獨色土
(10YR3/1)

石庖丁 弥生後期

C4
隅 丸
長方形

浅い皿状 1.62× 0,97× 0,12 靱

・“鵜
弥生土器
jll 片

弥生後期

B4
隅 丸
長方形
二段掘り 160X■ 03×α15 1.64 土色

蝉蛉韓
弥生上器
石器原石

弥生後翔
SK6を切る。
S k12に切られる。

B4
方 ～
長方形

逆台形 083× α6+,× 0.10 049+β
褐灰色土

(loYR4/1)
株生土器 弥生後期 SKsに切られる。

B・ C4 隅 九
長方形

浅 Vヽ

逆台形
0七74×α60× 0.08 0.44 9蛹 綿ヽ |

疑

C3・ 4 不整方形
浅 い
逆台形

0_3× 0,7× 0.06 0.56
黒褐色土

(10YR3/1)
土器片

B2
不 整

潅円形
浅い皿状 1:20× 090× 0.13

暗褐色土

(10YR3/3)
土師器 6C初頭 SB4に伴う。

11 B2 長方形 二段掘り 0!60× 0.55× 030
黒 色 土

(5Y2/1)
弥生土器 弥生後期 SB 31こ伴う炉。

B4
隅 丸
長方形

逆台形 070× 0,42XO 12 029
黒褐色上

(10YR3/1)
弥生土器 弥生後期 SK5を切る。

B2 不整方泥 浅い皿状 1,12× 0!96×―α09
暗掲色土

(10YR3/3)
土師器 6C初頭 SB4に伴う。

C,D2 不整隅九
長方形

浅 ヤヽ

逆台形
15× 14 XO.lo～ 015

黒褐色主

(10YR3/1)
土師器 6C代

番号 器種 法量 (cln) 形 態 施 支
調 整

胎  土 焼  成 取
り上
げ番号

図版
外   面 内  面

1 甕
口 径 (260)
残 高 5ワ

大型品。ゆるやかに外反する口

縁都な口縁端部は面をもつ。
ヨヨナデ ヨコナデ 石。長 (1～ 3) ◎

2 甕
口 径 (21,3)
残 高 5,4

大型品。口縁端部は丸みをもつ。

内面に稜をも,。
ハケ→ヨコナデ

0ハケ
→ヨヨナデ

石。長 (-1～ .5) ◎

3 棗
口 径 (2α 3)
残 高 22お

大型品。口縁端部は丸みをもつ。

内面に稜をもつ。
マメッ ヨヨナデ

石・長(1～ 4)

金ウ
◎ l

4 甕
口 径 (180)
残 高 4お

口縁部はゆるやかに外反する。 マメリ
ヨコナデ

(一部マメツ)
石・長(1～ 4) ◎ 34

5 養
口 径 (155)

残 高 7つ

肩郵の張りは強い。日縁瑞部は

あいまいな面。内面に稜をもつ。

◎ョヨナデ
嘔レヽ ケ
‐ヨ]ナデ

◎ヨコナデ
Θ指オサエ
ヨコハケ

石。長(1～3)

金ウ
◎ 32

6 藷
口 径 (16.9)
残 高 B9

ゅるやかに外反する口縁部。ロ
縁端部はあいまいな面。内面に
稜をもつ。

Θハケ→ヨヨナデ
⑪ハケ
(7ヽ 9ラ樹cm)

ヨヨナデ

(一部マメツ)

石・長(1～4)

クサリ礫 (4)
◎

7 養
口 径 (160)
残 高 52

口縁端部はあいまいな面。内面

に稜をもつ。
マメツ マメツ 石・長 (1～ 5) ◎ 56

8 甕
口 径 (162)
残 高 Ю4

票部が締る。ロー縁端部はあいま
いな画。

ハケ‐ナデ ハケーナデ
石i長 (1～ 3)

金ウ
◎ 8

9 甕
口 径 (144)
残 高 53

ゆるやかに外反する口縁部。ロ

縁端部は面をもつ。

◎ヨコナデ
◎～⑧ハケ
(3A/cm)

ヨコハケ 石。長|(1～ 9) ◎

甕
口 径 (15,0)
残 高 59

短く外反する回縁部。
ハヶ
(7～ 3A/cm)

マメツ 石,長 (1～ 4) ◎ 23

甕
回 径 (165)
残 高 4.7

ゆるやかに外反する日縁部。日
縁端部は小さくあいまいな面を
もつ。

Θハケ
→ヨコナデ

ハ ケ
石1長 (1～ 2)

金ウ
◎ 24

-197-



番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 支
調 整

胎  土 焼  成
取り上
げ番号

図版
外  面 内  面

甕
口 径 (133)
残 高 36

ゆるやかに外反する口縁部。

口縁端部は面をもつ。

◎ハケ
→ヨコナデ

◎ハケ
(3～4村clll)

石・長 (1～ 3) ◎ 44

養
口 径 (141)
残 高 47

ゆるやかに外反する口縁部。
口縁端部は小さくあいまいな面
をもつ。

マメツ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ 7

甕
口 径 (108)
残 高 52

小型品。頸部が締る。肩部は張
り、口縁部は直立気味に立ち上
がる。

ヨコナデ マメツ 石。長 (1～ 3) ◎

甕
口 径 (153)
残 高 24

口縁の一部のみ。
ハケ
→ヨヨナデ

ハケ

(9～ 10A/cm)

石・長 (1～ 3)

金ウ
◎ 56

甕
底 径 (48)
残 高 79

小さい立ち上がりをもつわずか

な上げ底。
ハケ→ナデ マメツ 石。長(1～ 4) ◎

２４

５６

養
底 径 (49)
残 高 54

小さい立ち上がりをもつ平底。
ハケ

(7～ 8A/cm)
板ナデ ?

石・長 (1～ 4)

金ウ
◎ 52

甕
底 径 (44)
残 高 27

小さい立ち上がりをもつわずか

な上げ底。

指オサエ

ヨコナデ

指オサエ

(一部マメツ)
石・長 (1～ 3) ◎ 44

甕
径

高

底

残

37

89
くびれをもつわずかな上げ底。

指オサエ
→ナデ

ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎

甕
底 径 40

残 高 84

わずかな立ち上がりをもつ上げ

底。
ハケ (8本たlll) ハケ→ナデ

石・長(05～ 3)

金ウ
◎

４９

磁

養
底 径 (40)
残 高 82

あいまいな立ち上がりをもつわ

ずかな上げ底。

ハケ

(7～ 8村clll)
ハケ (8A/cm) 石・長(05～ 2) ◎

奏
底 径 (36)
残 高 104

あいまいな立ち上がりをもつ厚

い平底。

ハケ

(5～ 7利 clll)
ハケーナデ 石。長 (1～ 3) ◎

８

駆

霊
径

高

底

残

30

78

あいまいな立ち上がりをもつ上

げ底。

ハケ

(10～ 1lA/cm)
→ヨコナデ

ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎

整
底 径 34

残 高 43

あいまいな立ち上がりをもつ厚

いわずかな上げ底。

ハケ

(6～ 8対cnl)
指オサエ

ヨコナデ

石・長(05～ 3)

金ウ
◎

重
口 径 (200)
残 高 43

沈線文 3条十櫛描波状文 3条。 ヨヨナデ ヨヨナデ 石。長 (1～ 4) ◎ 34

霊 残 高 31
櫛描波状文。接合面には斜格子

文。
マメツ マメツ 石 (1～ 3) ◎

霊

口 径 (158)
残 高 100

沈線文 5条 +獅描波条文 4条。
接合面には斜位刻み+櫛描波状
文 2条。

マメツ マメツ
石。長 (1～ 5)

金ウ
◎

重
口 径 147

残 高 94
沈線文 7条十櫛描波状文 5条。 ハケ (7本れlll)

ハケ→ヨコナ

デ

石・長 (1～ 5)

金ウ
◎

士霊
口 径 (175)
残 高 107

口縁部無文。顕部に斜位刻みの

凸帯。

◎ヨコナデ
ハケ(6～7本たlll)

マメツ 石・長 (1～ 4) ◎

壷
口 径 (155)
残 高 76

口縁部無文。頸部に斜位刻みの

凸帝。

ハケ
→ヨヨナデ

マメツ 石・長 (1～ 3) ◎

霊 残 高 56 顕部に斜格子刻みの凸帯。 ハケ (7本/cal) マメツ 石 (1～ 3) ◎

霊 残 高 103 締 りの弱い顕部。
ハケ

(10～ 11対 clll)
ナ デ 石・長 (1～ 5) ◎

SB3出土遺物観察表 土製品

筋 違 N遺 跡
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SB3出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法 量 (cm) 形 態 施 支
調 整

胎  土 焼  成 取り上
げ番号

図版
外  面 内  面

一霊
口 径 (154)
残 高 61

外傾外反する長い口顎部。 ハケ→ナデ ハケーナデ 石。長(05～ 4) ◎

士空 残 高 55 頸部に斜位刻みをもつ凸帝。 マメツ
指オサエ

(一部マメツ)
石・長 (1) ◎

一室
口 径 (145)
残 高 41

強く外反する口縁部。口縁端部
は広く面をもつ。

ハケ

(6～ 7利 clll)
マ メ ツ 石・長 (1～ 3) ◎

士霊
口 径 (69)
残 高 75

細い筒状の口頚部。 タテミガキ タテナデ 石 (1～ 3) ◎

gE 残 高 83
細い筒状の口顕部。口頸部は外

傾気味に立ち上がる。
タテミガキ

指オサエ
→ハケ

(5～ 8ン�ctl)

石 (1～ 2)

金ウ
◎

霊 残 高 60 肩は強く張る。
ハケ

(7～ 9村cln)
ナデ 石・長 (1～ 3) ◎

霊 残 高 53
胴部は強く張る。顕部下端に櫛
描直線文 4条以上十半裁竹管文
2段。

タテミガキ ナ デ 精 ◎ 17

一霊 残 高 14
口端は上下に拡張され、沈線文
3条。色調は他とは異なり、褐
色を呈する。

ヨコナデ ヨコナデ 石 (1) ◎

士望
底 径 67

残 高 148
あいまいな立ち上がりをもつ平

底。

ハケ

(7～ 10本/cm)
マメツ 石・長 (1～ 6) ◎

34

51

士宣
底 径 (50)
残 高 55

あいまいな立ち上がりをもつ平

底。
タテミガキ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎

壷
底 径 (40)
残 高 66

薄い平底。 マメツ
ハケ

(9～ 10フVcal)
石・長(1～ 5) ◎

４

５６

士霊
底 径 (40)
残 高 58

薄い平底。 マメツ マメツ
石・長 (2～ 5)

金ウ
◎

一宣
底 径 (50)
残 高 39

立ち上がりをもつ厚い平底。 ハケ (8本/cln) マメツ 石・長 (1～ 5) ◎

士霊
底 径 (32)
残 高 45

底部付近に線刻状の曲線がみら

れる。
タテミガキ

ハケ

(14～ 15A/cm)
石・長 (1～ 2) ◎

重
底 径 (30)
残 高 38

平底。
ハケ

(3～ 4A/cm)
マメツ

石。長 (1～ 3)

金ウ
◎

一霊
底 径 37

残 高 45
立ち上がりをもつ上げ底。

ハケ
→ヨコナデ

指オサエ

ヨコハケ
石・長 (1～ 3)

金ウ
◎

士霊
底 径 (42)
残 高 45

立ち上がりをもつ上げ底。

底部に焼成後の両面穿孔。

ハケ
→ヨコナデ

マメツ
石・長 (1～ 2)

礫 (10)
◎

5Cl 壺
径

高

底

残

ボタン状に突出する底部。

胴部は強く張る。
タテミガキ ハケ→ナデ 石 (1～ 3) ◎

士霊
底 径 22

残 高 34

ボタン状に突出する底部。

胴部は強く張る。
タテミガキ マメツ

石。長 (1～ 2)

金ウ
◎

52 壺
底 径 18

残 高 35

ボタン状に突出する底部。

胴部は強く張る。

ナナメミガキ

(一部マメツ)
マメツ 精 ◎

53 鉢
口 径 (228)
残 高 55

口縁部は折り曲げにより、「く」
の字に外反する。
日縁端部は面をもつ。

◎指オサエ
→ヨコナデ
⑩ハケ→ヨコナデ

◎ヨコハケ
(8村 cHl) 石 (1～

3) ◎
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SB3出土遺物観察表 土製品

筋 違 N遺 跡

番号 維 法量 (cm) 形 態 施 文

調 整
胎  土 焼  成 取り上

げ番号
図版

外  面 内  面

54 鉢
口 径 (153)
残 高 80

直口口縁。口縁端部は丸くおさ

まる。

CDヨ コナデ
⑮タテミガキ

マメツ 精 ◎

鉢
口 径 (153)
残 高 78

直口口縁。日縁端部は九くおさ
まる。

タテミガキ マメツ
石。長 (1～ 5)

金ウ

◎

黒斑あり

鉢
底 径 (64)
残 高 137

大きいくびれをもつ上げ底。 ハケ (5本■m) 指ナデあげ
石・長 (1～ 5)

砂
◎

鉢
底 径 (40)
残 高 43

くびれをもって立ち上がる平底。 マメツ 指オサエ 石・長 (1～ 5) △

鉢
底 径 27

残 高 60
立ち上がりをもつ平底。

ハケ

(10～ ■利 cm)
ナ デ 石。長 (1～ 3) ◎

鉢
径

一局

底

残

■8

71

ボタン状に突出する底部。

胴部は強く張る。
タテミガキ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎

鉢
底 径 (23)
残 高 20

ボタン状に突出する底部。 マメツ ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎

高杯
口 径 (283)
残 高 79

外反する長い口縁部。杯部と脚

部の接合部は円盤充填による。

④ハケ
→ヨヨナデ
⑩タテミガキ

④ミガキ

◎シボリ
精 ◎

高郭 残 高 ■ 8 円孔2段。4ケ (φ 10 Cm)。 タテミガキ シボリ 精 ◎

高郭 残 高 53 脚部。 マメツ シボリ 精 ◎ 44

高杯 残 高 74 脚部。 タテミガキ
シボリ

(一部マメツ)
石・長 (1～ 3) ◎

器台
底 径 (300)
残 高 18

裾端部。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 2) △

器台
口 径 (420)
残 高 25

口縁端部は上下に拡張し、沈線
文 3条後に、円形と逆「V」 字
状浮文を交互に貼付。

ヨコナデ マメツ 石・長 (1～ 5) △ 17

器 台
口 径 (383)
残 高 57

口縁端部は上下に拡張 し、沈線

文 3条。円孔あり。
マメツ ハケ (9本たm)

石 (1～ 4)

長 (05～ 1)
△

器台
口 径 (362)
残 高 30

口縁端部は上下に拡張し、沈線

文 3条。
マメツ マメツ 精 ◎ 17

器台

口
器
底

径 (136)
高 153
径 (175)

小型品。胴部に円孔2段。

5ケ か (φ l l Cnl)。

①ヨコナデ
廻動タテ′サいヽ5本社け
②ヨコナデ

シボリ
→ヨコナデ

石・長 (1～ 2) ◎

70 器台 残 高 95
胴部に円孔4段以上。

1段に4ヶ (φ 14 cal)。
マメツ シボリ 精 ◎

支脚 残 高 82 角状突起。
指オサエ
→ナデ

一

＞

く

く

ウ

石
長
金

◎ 11 17

支脚 残 高 82
角状突起。突起は粘土を巻き込

んで形成。

指オサエ
→ナデ

ヽ
＞

く

く

ウ

石
長
金

◎

73 甕
口 径 (233)
残 高 164

大型品。日縁端部は面をもつ。 ハケ→ナデ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎

74 奏
底 径 35

残 高 49
平底。 ハケ (7本/cm) ハケーナデ

石 (1～ 3)

長 (1)
◎
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SB3出土遺物観察表 土製品

表97 SB3出土遺物観察表 石製品

遺 物 観 察 表

(1)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 施 文
調 整

胎  土 焼  成 取り上
げ番号

図版
外  面 内  面

高杯
口 径 (293)
残 高 48

外反する長い口縁部。 マメツ マメツ
石・長 (1～ 3)

金ウ
◎

高邦 残 高 86 脚部。 タケミガキ ンボリ
石・長 (1～ 3)

金ウ
◎

チュア

底 径 (30)
残 高 27

脚付の鉢か ? マメツ マメツ 石 長 (1) ◎

78 支脚 残 高 165
受部は「U」 字状の傾斜部をも

ち、3方向に短い突起がつく。
指オサエ ンボリ 石 長 (1～ 3) ◎

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚さ(cm) 重 さ(a)

石庖丁 完 存 緑色片岩 3021
P44取 り上げ時に出土。
成品。

80 砥  石 左半部久 砂 岩 (153) (1280110)
S-4。 表・裏・下端
の3面が機能面。

砥石か 完 存 花商岩 138 7820 S-12

82 砥石か 一部欠 砂 岩 (109) (7080) S-9

83 砥  石 一部欠 砂  岩 125 (6390) S-15

84 砥  石 一部欠 砂 岩 (1■ 4) (22360) S-7

砥石か 一部欠 砂 岩 (83) S-5

86 砥石か 一部欠 砂 岩 (4543) S-6

敲  石 一部欠 花尚岩 (109) (6780)
S-14。 下端面は敲打
による潰れあり。

敲石か 一部欠 花蘭岩 (7340) S-10

敲  石 完 存 砂 岩 22902
両面の中央が敵打によ

り四む。

敲  石 完 存 花前岩 13963
S-3。 下端面に凹み
がみられる。

暦  石 完 存 662ユ

台 石 完 存 花尚岩 143 21500 S-2

93 台 石 完 存 花両岩 4140 S-13

94 台  石 一部欠 花前岩 (15550)

台石 か 大きく欠 花前岩 (1■ 2) (4540) S-7

礫 完 存 23507

礫 大きく欠 (22907) S-19

98 礫 完 存 23708 S一 ユ

礫 大きく欠 (100) (55) (28) (13268) S-8

礫 大きく欠 (85) (24759)

礫 大きく欠 (65) (6580) S-17
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SB3出土遺物観察表 石製品

表98 SB3出土遺物観察表 鉄製品

表99 SK3出土遺物観察表 石製品

表103 SB4出土遺物観察表 土製品

筋 違 N遺 跡

(1)

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(a)

石器素材 一部久 結晶片岩 (10155)
S P45出 土。 S-1。
石庖丁未成品の可能性あり。

103 礫 一部欠 砂 岩 (6460) S P45出 土。 S-2。

lC14 礫 大きく欠 砂 岩 (61) (62) (15312) S P45出 土。 S-3。

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(9)

鈍  か 完 存 鉄

鉄 板 一部欠 鉄 (1547)

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(a)

石庖丁 完 存 緑色片岩 044 2321 成品。

表100 SK4出土遺物観察表 土製品

番号 維 法 量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内  面

108 空

ｍ

開

径

一局

底

残
厚手の平底。 マメツ 指オサエ 石。長(1～ 5) ◎

表1 01 SK4出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(9)

剖 片 完  存 赤色珪質岩 1027

表102 SBl出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施  支
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内  面

甦 残 高 48
胴上半部。四線文間には、押引

き刺突文。
回転ナデ

指オサエ
→ナデ

精 ◎

番号 締 法量 (cm) 形  態 。施  文
調 整

胎  土 焼  成
上
号
り
番
取
げ 図版

外  面 内  面

邦蓋
径

高

口

器

天丼部はやや九みをもち、口縁
部は垂下する。天丼部と口縁部
の境界の稜は鋭い。

○回転ヘラケズ1,

◎回転ナデ
回転 ナ デ 精 ◎
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番号 器種 法 量 (cm) 形 態 施 支
調 整

胎  土 焼  成
取り上
げ番号

図版
外   面 内  面

杯身 残 高 41
口縁部を欠く。底部は、九みが

ある。
回転ナデ 回転ナデ 石・長 (1～ 4) ◎ 7

高杯
口 径 122

器 高 56

天丼部と口縁部の境界の稜は鈍

ヤヽ。

○回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ 精 ◎

高郭

径
高
径

口
器
底

口縁部はやや内傾して立ち上が

り、端部は内傾し、弱く凹む。

郭部軽:日轟ヌ考誅,切
螂
(目霞↑孝
カリ回転ナデ 精 ◎ l

高不
一局

径

残

底

脚裾部の上位に、高 く鋭い突帝

が 1条めぐる。
回転ナデ 回転ナデ 精 ◎ 2

SB4出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表104 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調 整

胎   土 焼  成 備考 図版
外   面 内  面

高必 残 高 26
不部中位に精緻な櫛描波状文を

施す。
回転ナデ 回転ナデ 石 (1～ 5) ◎

③
痕
Ｐ
柱

表105 掘立 1出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
外径 (cm) 内径 (cm) 厚さ(cm) 重 さ(g)

砥  石 大きく欠 泥質片岩か (2715) P②

表106 掘立 2出土遺物観察表 土製品

番号 維 法 量 (cm) 形  態 ・ 施  支
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内  面

高郭 残 高 37 杯～脚部の一部。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 4) △ P④

表107 掘立 3出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施  支
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内  面

甑
口 径 (338)
残 高 63

口縁部は内湾しながら、立ち上

がる。黒斑がみられる。
ハケ 指オサエ 石・長 (05～ 2) ◎ P⑥

表108 SK2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内   面

高杯 残 高 19 杯～脚部。 マメツ マメツ 精 △

高杯
底 径 (111)

残 高 22
脚裾部。 マメツ マメツ 精 △

杯身
口 径 (110)

器 高 46

底部は丸みが残る扁平で、口縁

部はやや内傾して立ち上がる。

◎回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
回転ナデ 石 (1～ 4) ◎
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表109 SK2出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
夕|イエ(cm) 内径 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(g)

管 玉 完 存 碧 エ 102 穿孔は両面穿孔。

筋 違 N遺 跡

表110 S K14出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施  文
調 整

胎  土 焼  成 備考 図版
外  面 内  面

1斃 高郭 残 高 22 口縁部との境界は段をもつ。 マメツ マメツ 精 ◎

高不 残 高 30
郭部と脚部の接合部には、粘土

が充填される。
ナ デ ナ デ 精 ◎

表11l S P100出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施  文
調 整

胎  土 焼  戌 備考 図版
外  面 内  面

杯蓋

口

器

径 (119)

高 48

天丼部は扁平で丸みがある。
天丼部と口縁部の境界の稜は鈍
い 。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ 石・長 (1～ 3) ◎
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第 4章 自然 科 学 分 析
―筋違 L遺跡における寄生虫卵分析 ―

株式会社 古環境研究所

1.は じめに
人や動物などに寄生する寄生虫の卵殻は、堆積物中に残存 している場合があり、人の居住域では寄

生虫卵による汚染度が高くなる。糞便の堆積物では寄生虫卵の密度がとくに高くなることから、寄生

虫卵分析を用いてトイレ遺構を確認することが可能である。また、寄生虫の種類、生活史、感染経路

などから、摂取された食物の種類や、そこに生息していた動物種を推定することも可能である。

2.試 料
試料は、中世とされるS K28の 3層 (暗灰色シルト、微砂混)と 4層 (黄色上十暗灰色シルト少量)、

および中世以前とされる S K31の 3層 (灰褐色上、粘性強い)と 4層 (灰褐色上、黄色粒状土と黒色

粘性土混)の計 4点である。

3.方 法
微化石分析法を基本に以下のように行った。

1)サ ンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え撹拌する。

3)飾別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加え、30分静置 (2、 3度混和)。

5)遠心分離 (1500rpm、 2分間)に よる水洗の後、サンプルを2分する。

6)片方にアセ トリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後、グリセリンゼリーで封入してプレパラートを作製する。

8)検鏡 。計数を行う。

4。 結 果
分析の結果、寄生虫卵および明らかな消化残澄は、いずれの試料からも検出されなかった。 S K28

の3層 と4層では、ヨモギ属の花粉が検出されたが、微量である。S K31の 3層では、ヨモギ属が比

較的多く検出され、イネ科、ソバ属、キク亜科なども少量検出された。4層ではイネ科やアブラナ科

などが検出されたが、いずれも少量である。

5。 考 察
寄生虫卵および明らかな消化残澄は、いずれの試料からも検出されなかった。花粉もあまり検出さ

れないことから、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で、これらの有機物が分解されたことが考

えられる。なお、寄生虫卵については当初から含まれていなかった可能性も考えられる。

当時の遺跡周辺は、ヨモギ属などが生育する比較的乾燥 した環境であったと考えられ、ソバやアブ

ラナ科などの畑作が行われていた可能性も認められた。
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表112 筋違 L遺跡における寄生虫卵分析結果

分  類  群 S K28     S K31
学 名 和 名 3層   4層    3層   4層
Helminheggs 寄生虫卵 (l cc中 ) (― )  (― )   (― )  (― )

明らかな消化残澄 (― )  (― )   (― )  (― )

Arborettpollcn          樹木花粉
Pinussubgcn.Dゃ loxy10n      マツ属複維管東亜属                2   1
SciadopⅢsvCrticillata       コウヤマキ                   1
Ahus              ハンノキ属                    2
Corylus              ハシバミ属                      1
Carpmus_os,y� apOnica      クマシデ属―アサダ                   1
QuerCussubgcn.Lcpidobalanus   ヨナラ属コナラ亜属                2
QuerCussubgcn,Cyclobalanopsis   ヨナラ属アカガシ亜属               1   1
Acer              カエデ属                    1
ArborcЛ・Nonarborealpollcn   樹木・草本花粉

Moraccac― U�caceac クワ科―イラクサ科 2         1

NonarboreЛpollcn         草本花粉
Cramineae            イネ科                      14   8
Cyperaceac           カヤツリグサ科                  1
Polygonulnscd.Persicaria     タデ属サナエタデ節                1
FagO即割阻            ソバ属                       3
Cmciferae           アブラナ科                       1
Hydrocctyloidcac        チドメグサ亜科                 1
Apio詭籠            セリ亜科                    1
Astcroidcae           キク亜科                    3
Artemisia            ヨモギ属            1   1    29
FemspOre

Monolatctypcsporc

Tttlatetypespore

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

5

7      2

Arborcalpollen         樹木花粉             0   0    1o   3
Arboreal・ Nonarborealpollen   樹木・草本花粉        O   o    2   1
Nonarborcalpollcn        草本花粉            1   1    53   9
Totalpollcn           花粉総数           1   1   65   13

珍     (l ccに ,)               6       6        65      78

Udownpollcn          未同定花粉           0   0    1   1
Fcmsporc             シダ植物胞子          0   0    12   2
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試料No‐ l S K31 3層

寄生 虫卵分析

試料No.2 S K31 4層

第127図 筋違 L遺跡の花粉顕微鏡写真

100/m

試料No.l S K28 3層 試料No.2 SK28 4層
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第 5章 調査の成果と課題

本書掲載の筋違LoN遺跡では、弥生時代から中世における遺構と遺物を検出した。このことによ
り各時代における集落域の範囲や構造を明らかにすることができた。

本章では、 2遺跡の周辺に所在する遺跡も含め、時代ごとに集落の変遷を概観し、最後に特筆すべ

き遺構と遺物について列記する。対象とした遺跡は、川附川の東方、東西250m× 南北150mの微高地

上に所在する筋違E・ F・ H・ I・ K・ L・ N遺跡である。なお遺構名については、例えば筋違L遺

跡のSB2の場合、「L― SB2」 と表記する。

1.遺跡の立地
筋違 LoN遺 跡が立地する福音寺地区北部は、 2つの東西にのびる微高地部と、それらに挟まれた
谷部に区別することができる。ほとんどの遺跡はこれらの微高地部に立地する。 2つの微高地のうち

北側微高地上には筋違 E・ F・ H・ I・ K・ L・ N遺跡があり、南側微高地上には筋違A・ B・ C・

DoG遺 跡がある。谷部には筋違」遺跡がある。筋違 L・ N遺跡は、北側微高地の北端に位置する。

2.各時代の集落
(1)弥生時代前期

前期～後期の集落関連遺構を検出した。前期の遺構は土坑がある。L― S K47・ 51・ 63・ 52はいず

れも平面形態が隅九長方形または長方形、断面形態が垂直に近い逆台形状を呈し、S K52を 除いた3

基は埋土中に焼土を包含するという特徴をもつ。同様の土坑が来住・平井 。道後地区に限定して検出

されていることも特徴のひとつであろう。 (注 1)

このほか福音寺地区で前期に比定される遺構としてはF― S K10・ ユがある。ただし規模力Ⅵ さヽい

うえ、平面形態が不整形で底面も安定しないなど、前述の遺構とは用途や性格が異なるものと考えて

いる。これらの上坑を検出したことによって周辺地域に当該期の集落が存在していたことは明らかで

あるが、この時期の竪穴式住居は未検出であるため、今後の調査に期待される。

なお、中期の遺物は出土しているが、明確な集落関連遺構は未検出である。

(2)弥生時代後期

後期の遺構は竪穴式住居がある。F一 SB5及び 7、 H― SBl及び 6、 L一 SB2及び 8、 N一
SB3の 7棟である。このうち、ほぼ同時期の遺物が出上しているL一 SB2と N一 SB3を比較す
ると、平面形態が隅丸方形で4基の主柱穴を有し、中央付近に炉を設けている点が共通する。規模は

前者力M.24× 4.20m、 後者力M.9× 5。 lmを測ることから若干の大小はあるが、いずれも中型竪穴式住居

の範疇に含まれる。相違点は、前者が周壁溝を設けているのに対して、後者では設けていない。

一方、L― SB8は後世の遺構に削平されているが、直径 6m余の円形を呈する。規模が同程度の
遺構としてF― SB5があげられる。後者は直径 7m余の円形で 6基の主柱穴をもち、多量の後期後
葉の遺物が出土した。よってL一 SB8の時期については、第 2章で切り合い関係と平面形態から弥
生時代であると報告したが、弥生時代後期の可能性が高い。
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各時代の集落

(3)古墳時代 中期

中期の遺構は竪穴式住居■棟、掘立柱建物 4棟がある。住居はF― SB3及 び 8・ 9。 10、 H一 S
B2、 K― SBl及 び 3、 L― SB3及 び 5,6・ 7である。その他、 5世紀代の竪穴式住居として

報告されているE― SBl及 び 2については、柱穴や内部施設がないことから住居以外の遺構である

可能性が高いため今回は除外する。竪穴式住居■棟の平面形態はすべて方形である。規模は、大型

(一辺 6m前後以上)と 中型 (一辺 4m以上)。 河ヽ型 (一辺 4m未満)に 3分類できる。規模が明確
でない住居は 2棟 (F― SB8及 び 9)あ る。
大型住居は 6棟あり、F― SB3、 H一 SB2、 K― SBl及 び 3、 L― SB5及 び 7である。い

ずれも4木柱の住居である。周壁溝を付設するのはF― SB3、 K― SB3、 L― SB5及 び 7の 4

棟である。カマドを付設するのはH― SB2、 K一 SBlの 2棟であり、炉を付設するのはF― SB
3、 K一 SB3の 2棟である。
特徴としてあげられるのは、K― SBl及 び 3、 L一 SB5及 び 7の ように、ほぼ同規模の 2棟の

住居が同一方向で並列して建てられていることである。その間隔は前者が約4.5m、 後者が 約4.lmで

あることから、同時期に建てられていた可能性が考えられる。調査範囲の限度から2棟以上の建物が

併存していたかどうかについては不明である。

中型住居は2棟あり、F― S B10と L― SB6で ある。F― S B10は 4本柱の住居で、建て替えが

見られる。周壁溝は建て替え前後のいずれも付設される。住居内には小溝が検出されている。一方、

L― SB6は L一 SB5に そのほとんどを削平されているため全容は不明であるが、 4本柱の住居で

ある。F― S B10と L― SB6の いずれも炉は設けない。
小型住居は 1棟あり、 L― SB3で ある。炉を東隅に設け、主柱穴 2本を屋外に設けている点に特

徴が見られる。周壁溝は付設しない。

掘立柱建物は4棟あり、E一掘立 2、 L一掘立 4、 N―掘立 2及び 3である。このことから福音寺

地区における掘立柱建物の初現は古墳時代中期と考えられる。規模はE―掘立 2が 3× 3間の総柱建

物、N―掘立 2が 2× 2間の総柱建物である。 L―掘立 4及びN一掘立 3は 2× 1間の建物である。

主軸はすべて東西方向である。

化)古墳時代後期

後期の遺構は竪穴式住居13棟、掘立柱建物10棟がある。住居はF― SBl、 H― SB3及 び 4・

5。 7・ 8・ 9。 10・ ■・12、 K一 SB?、 N― SBl及 び4である。規模は中型 (9棟)及び小型

(4棟)住居である。

中型住居はF一 SBl、 H一 SB3及 び 4・ 5・ 7・ 8・ 9。 12、 N― SB4が ある。平面形態は

H― S B12が隅九方形である以外はすべて方形である。主柱穴はF― SBl、 H― SB3、 N― SB

4が 4本柱である。内部施設はカマドを有するのはN一 SB4、 周壁溝を有するのはF― SBl及 び

H一 SB9で ある。土坑をもつのはF― SBl及 びN― SB4で ある。F― SBl及 びH一 SB7は

住居内に小溝を伴う。

小型住居はH一 S B10及び■、K― SB2、 N― SBlが ある。平面形態はH一 S B10及び■が不

整方形、K― SB2、 N― SBlが 隅九方形である。主柱穴はN― SBlが 2本柱である。内部施設
はカマ ドを有するのはN一 SBl、 周壁溝を有するのはK― SB2で ある。
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調査の成果と課題
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第128図 集落の変遷図(1)(S-1コ ,500)
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①

各時代の集落

(3)古墳時代後期

(4)中 世

第129図 集落の変遷図(2)(S-1判 ,500)
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調査の成果と課題

掘立柱建物は 9棟あり、E一掘立 1及び 3・ 4・ 5、 F―掘立 4、 1-掘立 1、 K―掘立 1及び 2、

N―掘立 1である。規模はE―掘立 1が 5× 3間以上の大型総柱建物、E―掘立 3が 3間以上× 1間

以上の総柱建物、E―掘立 4が 3× 3間の建物、E一掘立 5が 4× 2間以上の建物である。F―掘立

4が 3× 3間の建物、 I― 掘立 1が 4× 3間の建物、K―掘立 1が 2× 2間 の建物、K―掘立 2が

3× 2間以上の総柱建物である。N―掘立 1が 2× 1間の建物である。主軸はいずれも東西棟である。

今後は、E一掘立 1や K―掘立 2の ような大型総柱建物とそれらの周辺に存在する建物との関係を

明らかにしていくことである。大型総柱建物は、その周辺地域において中心的役割を担っていた建物

と推定されるが、それに付随する建物とそうでない建物との関係を見極めることで、当時の全体像が

明らかになってくるものと思われる。

(5)中 世
中世の掘立柱建物はL一掘立 2及び 3を検出した。現在のところ北側微高地上には、これら以外の

建物は検出されていないが、東に位置する福音小学校構内遺跡で数多くの建物が検出されている。

墓は4基検出した。墓 1・ 2は平面形態が円形または楕円形、墓 3・ 4は長方形を呈する。福音寺

地区における墓の検出例としては筋違B遺跡・北久米乃万の裏遺跡・北久米浄蓮寺遺跡 6次調査 (以

上、中世)福音寺仙波塚・筋違 J遺跡 。川附遺跡 (以上、近世)がある。中世の墓は各地に点在して

いるのに対して近世の墓は、 2つ の微高地に挟まれた標高27m以下の谷部において検出されている。

今後は、さらに類例の増加を待ち墓域の解明に努めたい。

井戸は 5区 にて石組みの井戸を 1基検出した。これまでに福音寺地区で検出されたのは筋違 G遺跡

SEl・ 2があり、いずれも素掘りの井戸である。

3.集落の変遷
各時代における集落について変遷をまとめると次のようになる。

福音寺地区北部に集落が営まれ始めたのは、弥生時代前期ごろからと推定される。これまでの調査

により筋違 F・ L遺跡で土坑を検出し、遺物が出上しているが住居は検出されていない。周辺地域で

の確認が急務である。

弥生時代後期の竪穴式住居は、微高地北部に分布する。住居の形態は円形・方形・長方形がある。

古墳時代中期になると微高地全域に分布が広がる。この時期の住居は大型化し、弥生時代には分布が

見られなかった東方へも分布が広がる。古墳時代後期になると、一段と東方や南方へ移動し、西方で

の分布がなくなる時期である。住居の形態は方形で、中期の住居に比べてやや小型化している。

掘立柱建物は、古墳時代中期に初現があり、微高地全体に広がりをもって分布する。主軸は東西方

向からやや北に振っている。古墳時代後期は分布の範囲が東方へ移動する。主軸は東西方向から北に

振っている建物と南に振っている建物とがある。掘立柱建物が大型化し、柱穴も大型化する時期であ

る。中世は東西 。南北方向いずれもあり、柱穴力朔 さヽい総柱建物である。

4.朝鮮半島系の遺物
福音寺地区では、朝鮮半島系の遺物が数多く出土している。筋違 L遺跡では住居内から朝鮮系軟質

土器が 5点出土している。SB3で 縄蒲文タタキを施す甕または甑の胴部片 1点 (65)、 SB5で 格

子タタキを施す壺の肩部片 1点 (89)、 SB7で格子タタキを施す奏または甑の口縁部片 1点 (149)、
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朝鮮半島系の遺物

縄席文タタキと格子タタキを施す甕または甑の胴部片 1点 (150)、 格子タタキを施す童の口縁～胴部

片 1点 (151)がある。また筋違 F遺跡 SBlで は斜格子タタキを有する土器鉢の胴部片 1点が出土
している。川附遺跡では甑の把手部が出上している。内側が中空となり、上面に溝を有する。北久米

遺跡では松菊里系の壷型土器が出上している。 (注 2・ 3)その他、筋違B遺跡では算盤玉形の陶製

紡錘車が 1点出土している (注 4)。 算盤玉形紡錘車は全国で40例以上の報告があり (注 5)、 伊予市

太郎丸遺跡 。伊予市族ケ谷 2号墳でも出土している。

こうした遺物は、この福音寺地区に朝鮮半島からの渡来人または 2次的にその影響を受けた人々が

暮らしていた可能性を示すものである。更に、北久米浄蓮寺遺跡 3次調査地で 4世紀前半期に既に竪

穴式住居にカマドを備えていることから (注 6)朝鮮半島からの新しい文化を他地域に先駆けて受け
入れることができる地域であったと推定される。

5。 SAlの性格
筋違L遺跡SAlは、北東から南西方向に総延長約51mを検出した。この遺構は、東から西方向ヘ

舌状に張り出した微高地上に位置していることから、谷へ向かう地形の変換点に土地を区画するため
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第130図 朝鮮半島系遺物実測図
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調査の成果と課題

に設置された柵列の可能性が考えられる。更にE― SXlに ついても標高28m前後の同一レベル上に

位置 していることから、同時期に存在 していたと考えられる。最近全国的に道路状遺構の研究が進ん

でお り、その可能性 も含め広い視野での類例調査が必要である。

6.祭祀遺構と遺物
筋違 L遺跡のSB7は 、遺物の形態や出土状況からみて住居廃絶に伴って祭祀が行われたと考えら

れる。同様にSB3の 炉では、土師器高杯の杯部 3点を俯せに重ねた状態で検出したことから、住居

廃絶に伴う祭祀行為の痕跡と考えられる。これらのほか、南に位置する北久米浄蓮寺遺跡 3次調査 S

B9では、カマ ド横に設置された台状遺構上に腿を据え置いたまま住居廃絶に伴う祭祀行為を行うと

いう例が報告されている。

また筋違N遺跡では、 S P 100内 で須恵器の杯蓋を柱抜き取り後に直立状態で据え置かれており、

更にその邦蓋は口縁部を意図的に打ち欠かれていたことから、柱穴内における祭祀行為を認めること

ができる。同様に北久米浄蓮寺遺跡 3次調査地でも土師器高郭を用いた柱穴内における祭祀行為の報

告もある。今後は、これらの祭祀の対象物を解明していく必要がある。

以上、筋違LoN遺跡の発掘調査成果を含めた福音寺地区における集落の変遷と構造について概観
した。これまでの発掘調査によって弥生時代から中世において大規模な集落が展開していたことは既

に明らかになっていたが、今回の発掘調査によつてより詳細なデータを得ることができた。今後は

個々の課題について他地域との比較検討を加え、福音寺地区の特性や地域性などについても把握して

いきたい。

〔注〕

1 宮内慎―・相原秀仁 1997「久米高畑遺跡27次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅸ』松山市
教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

山本健―・山之内志郎 1997「五楽遣跡」F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅸ』松山市教育委員会・

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

宮内慎―・相原秀仁 2000「第10章 調査の成果」『岩崎遺跡』松山市教育委員会・財団法人松
山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

2 森 光晴ほか 1983『国道■号バイパス埋蔵文化財発掘調査報告書』松山市教育委員会
3 正岡陸夫 1993「松山市出上の松菊里系土器」『遺跡第34号』遺跡発行会
4 上記文献2と 同じ。
5 伊藤 晃ほか 1996『斎富遺跡』岡山県古代吉備文化財センター

6 橋本雄一ほか 1994『北久米浄蓮寺遺跡 3次調査地』松山市教育委員会・財回法人松山市生涯学
習振興財団埋蔵文化財センター

その他、下記の文献を参考にさせていただいた。

梅木謙一ほか 1996『福音寺地区の遺跡』松山市教育委員会 。財団法人松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センター

河野史知ほか 1998『福音寺地区の遺跡Ⅱ』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団

坦蔵文化財センター
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表113 福音寺地区の竪穴式住居l■一覧

竪穴

(SB)
時 期 平面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅(短径)×深さ

埋  土
主桂穴

(本 )

内 部 施 設
周壁滓 備 考

高床 土抗 炉

F
SBl 6C前葉 方 形 41× 39× 010 4 ○ ○

小溝・軟質土器
S K14に 切られる

F
SB3
5C末～
6C前葉 方 形 59× 55× ? 4 ○ ○ SK3に 切られる

F
SB5 弥生後期 円 形 75× 71X028 6 ○ O

張リユjし部
多量の上器

F
SB7 弥生後期

隅 九
長方形

63× 36× ? 2 ○ O

F
SB8
5C後半～
6C 方 形 (14)× (20)× 003 ○ ○ SB(掘立)141こ切られる

F
SB9 5C以降 方 形 (13)× (22)× 006

F
S B10
5C～ 6C 方形か 45× 44× α 4 ○ 掘 立 4に切 られ る

/Jヽ I市単

H
SBl 弥生後期 隅九方形 30× (15)× 12 黒褐色土

H
SB2
古  墳
中～後期

方 形 63× 62× 02 黒灰色土 4 ○ 掘立 4に切られる

H
SB3 古墳後期 方 形 56× 48× 01 黒灰色土 4 掘立■に切られる

H
SB4 古墳後期 方 形 45× 43× 006 黒灰色土

掘立 3・ 4に切られる
SB6を 切る

H
SB5 古墳後期 方 形 45× 45× 02 暗茶褐色土

SDlに 切られる
SB6を 切る

H
SB6
弥生後期～

古墳後期
隅 丸
長方形

47× 37× 0ユ 黒色土 不明 SB4・ 5に切られる

H
SB7 古墳後期 方 形 56× 54× 01 黒灰色土 2(4) 小溝

H
SB8 古墳後期 方  形 44× 24× 008 黒灰色土 掘立 5・ 8に切られる

H
SB9 古墳後期 方 形 (27)× (13)× 01 黒灰色土 ○

H
S Bl(
古墳後期 不整方形 35× 35× 016 黒灰色土 掘立11に切られる

H
SBH 古墳後期 不整方形 30× 30X008 黒色土

H
S Blt
古墳後期 隅丸方形 68× (27)× 046 黒灰色土

K
SBl
古墳中期
前  半 方 形 60× (228)× 005

灰黄褐色
シルト 2(4) ○

SDlを 切る
焼土

K
SB2
古墳中期
前半以降

隅丸方形 376× (130)× 018 黒掲色シル ト ○ SB3を切る

K
SB3
古墳中期
前  半 方 形 638× 602× 010 灰掲色シルト 4 ○ ○ ○

SD lを 切る
SB2 SKユ SA2に 切られる
焼土

L
SBI 古墳中期 長方形 (534)× 362× 008 暗灰褐色土 ○

C5～ C6区
調査区外に続く

L
SB2 弥生後期 隅九方形 424× 420× 012 黒褐色土 4 ○ O

D6～ E7区
SK3・ 4・ 5に 切 られる

L
SB3 古墳中期 方 形 320× 302× 014 暗褐色土 ○

J15～ K16区
S K38に 切られる

L
SB4 古  墳 不  明 (097)× (076)× 010 黒褐色土

J18区
調査区外に続く

L
SB5 古墳中期 方 形 702× 696× 014 褐灰色土 4 ○ ○

M20～ 022区
SB6掘立4 SK49 54 55 57 SD14を 切る
S K53に 切られる

L
SB6 !墳中期以百 方 形 466× 458× 010 黒褐色土

N20～ 021区
SB5に 切られる

L
SB7 古墳中期 方 形 738× (440)× 032 暗茶褐色土 ○ ○

L
SB8 弥   生 円 形 620× (600)× 008 黒褐色土 ○ る切を

る

Ю
れ
Ｄ
ら
Ｓ
切

睦
　
に

氏

・

・

一
馘
１８

ａ
Ｋ

Ｄ

Ｗ
Ｓ

Ｓ

N
SBl 古墳後期 隅九方形 355+α ×400× 005 暗褐色土 2 ○

N
SB3 弥生後期 隅九方形 516× 498× 015 褐色土 4 ○ ○

炉の周囲には小ビットが

伴う
N
SB4 古墳後期 方 形 485× 456× 005 暗褐色土 4 ○ O

竪穴式住居址一覧
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表114 福音寺地区の掘立柱建物l■一覧

掘立
規 模
(間 )

方  向
桁 行 梁 行

埋 土 時 期 備 考
実長 (m) 注 間寸 法 (m) 実長 (m) 柱 間寸 法 (m)

Ｅ

立
5× 3
以上
東西 1220

24・ 25'24
24・ 25 (740) 黒色土

古墳後期
以  降 総柱建物

E
掘立2
3× 3 東西 20・ 20・ 21 黒褐色土

古墳中期
後半以降

総柱建物
SBI SKl SDlを
切 る

E
掘立3
3× l
以上 以上 東西 1080 暗褐色土 古墳後期

総柱建物
SK9を 切る

E
冦立4
3× 3 東西 ■6・ 17 暗褐色土

期

頃幾絆
SK7を 切る

E
屈立5
4× 2
以上
南北 18  (04) 黒褐色土

古墳後期
以  降 SD3を 切る

F
SB4 3× 3 東西 194・  148 ・ 184 154・ 154・  134

6C後半
以  降 S B10・ S K10を 切る

F
S Bll

4× 1
以上
東西 621

150・ 169・ 139
163

360 138 062

F
S Blを
1× よ 東西 272 272

F
S Bl
2× l 南北 168・ 168 S K14を 切る

F
S B14
3× 3
以上
南北 142・ 133・  138 364 169, 105・ 09 SB8を 切る

Ｈ

立
1× 2
以上

南北 231+α 231・ α 333 159, 174 黒掲色土 古  墳

H
掘立2
3× 2 東西 183・ 177  189 5114 237  23ユ 黒灰色土 古  墳

Ｈ

立 3× 2 東西 171  165  174 225・ 219 黒色土 古  墳

H
屈立4
3× 2 東西 177・ 15。 168 429 207・ 222 黒灰色土 古  墳 総柱建物

H
掘立5
3× 2 東西 552 189・ 183・  18 222・ 234 暗灰色土 古  墳 総柱建物

H
掘立6
3× 2 東西 20・ 162・  178 206・ 202 黒灰色土 古  墳 総柱建物

Ｈ

立 2× 2 南北 21・  198 171  175 暗茶褐色土 古  墳

H
幅立8
3× 3
以上
東西 147・ 231 ・228 l弼 黒灰色土 古  墳

H
掘立9
3× 3 東西 183・ 30・  195 117・ 18・ 117 黒色土

弥生後期
以  降

H
屈立1(
2× 2 南北 177・ 21 144・ 153 暗灰色土 古  墳

H
掘立11
3× 1
以上
東西 603 162 ・279・ 153+α 153  α 黒灰色土 古  墳

Ｉ

立 4× 3 東西 17 古墳後期
以  降

K
掘立1
2× 2 東西 226・ 231 明責褐色

シ,レ ト
古墳後期
以  降

Ｋ

立
3× 2
以上
東西 560 210・ 170  180 480 232・ 247 黒褐色

シルト
古墳後期
以  降 総柱建物

Ｌ

立 1× ユ 南北 270 270 暗褐色土 古  墳 F7～ G8区

L
掘立2
2× 2 南 北 280・ 340 240・ 214 灰楊色土 中  世

D8～ E9区
SX3を 切る

L
掘立3
3× 2 東西 776 260・ 280・ 236 230 灰褐色土 中  世

F ll～ G13区
SX4を切る

L
掘立4
2× 1 東西 210・ 210 210 褐色土 古墳中期

D22～ P23区
S K43 50 64を 切 る
SB5に 切 られ る

Ｎ

立 2× ユ 東西 335
146・ 147・  140
157

155 黒褐色土
半
前
ユ削
Ｃ６

以

N
掘立2
2× 2 東西 355

164・ 161 ・ 175 ・
182 ・ 163 ・ 154

126・ 137・ 139・

148。 140・  130
黒色土 5C～ 6C

N
紀立3
2× ユ 東西

０６

６２ 126・  153 ・ 145 黒褐色土 5C～ 6C

調査の成果と課題
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附 章 伊 予 の 硯

1.は じめに
陶硯は、 6世紀に中国から北九州と畿内にもたらされる。その後は古代寺院の建設に伴い波及し始

め、 7世紀になると輸入品に代わって、日本国内での生産が開始され、その普及は伊予国にもみられ

るようになる。

陶硯の研究は、横田賢次郎・楢崎彰―・石井則孝・山中敏史の各氏により数多くの研究がなされて

いる(注 1～ 4)。 四国における研究は、片桐孝治氏の讃岐出土資料の編年試案があり(注 5)、 伊予での

研究は谷若倫郎・西川真美の両氏により、伊予国における陶硯の編年が試みられている(注 6)。 谷

若・西川の研究は、資料の収集、共伴品による時期決定と硯の変遷がまとめられている。しかし、同

研究では、形態や加飾等の整理にはいたっていない。

そこで本稿では、形態や透かし孔等を整理・分析し、伊予の硯の地域性を抽出しようとするもので

ある。

2.資 料
伊予国出上の硯は、28遺跡62点がある。ここでは、愛媛県下の地理的条件をかんがみて、伊予を東

予、中予、南予に三区分し、資料の性格から生産の時期を表す窯跡出土品と、使用・廃棄の時期を表

す集落出土品に分けて資料をみていく。なお、時期比定は『都城の土器集成』(注 7)を参考にした。

(1)東予 愛媛県東部、高縄半島以東から香川県境までの地域をさす。

表115 年 代 表

1)窯跡資料には、 3遺跡12点がある。

1:大小谷谷窯址 (ナH之江市金生町,野口光比古1987)飛′鳥I～ Ⅲに比定されている窯跡である。

硯は窯本体から1点①、前庭部から2点②③、灰原から1点④が出土している。

2:カ メ谷窯址 (新居浜市船木,真鍋修身1966) 平城Ⅲに比定されている窯跡である。焼成窯の

検出にはいたっていないが、石による区画と築窯を示す遺構が検出されている。硯は窯周辺から5点

⑤～⑨が出土し、摘みを持つ杯蓋、返りを持たない杯身、横瓶などが伴出している。

3:宮之前遺跡 (今治市桜井,未報告)(注8) 本遺跡は、瓦を積み重ねた遺構が検出されている
ことから、近接する須賀神社窯址で焼かれた遺物の一時的な保管場所の遺跡であると認定されており、

生産地出土品として分類した。硯は平城期の包含層から3点が出上している。

2)集落資料には、5遺跡15点がある。

4:池の内遺跡 (西条市飯岡,米澤俊二1989)硯は平城期の包含層から1点⑩が出上している。
5:幸の木遺跡 (東予市周布,未報告)(注9)硯 は平城期～10Cの 自然流路から2点⑪②が出土
している。

6:八町 1号遺跡 (今治市八町,中野良-1995)硯 は平城Ⅳ以降の包含層から圏足硯が1点④、

式
年

型
編

飛 ′烏 平 城

I コ Ⅲ Ⅳ I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ

絶対年代 7C前半 後  半 8C初頭 前 葉 中 葉 後 葉
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伊 予 の 硯

▲ 窯 址

● 集 落

15 七ノ坪遺跡

16 南久米片廻り遺跡2次調査地

17 常堰遺跡

18 来住廃寺 5次調査地

19 久米高畑遺跡22次調査地

20 久米高畑遺跡41次調査地

21 平丼遺跡

か ャ 、/ノ

rく、/ヽ
ノ~~｀ /

22 久米窪田遺跡E

23 上野遺跡

24 平松遺跡

25,樽味遺跡 2次調査地

26 古照遺跡 6次調査地

27 上井遺跡

28 大久保遺跡

ば
．

埓

蓼
・。

/

I

/)

1 大小谷谷窯址
2.カメ谷窯址

3 富之前遺跡
4.池の内遺跡

5,幸の木遺跡
6 八町 1号遺跡
7 阿方春岡遺跡

第131図 伊予出土硯の遺跡分布図

(|＼
＼ノ
ヽ

8 桜井11地点遺跡
9 西野春日谷遺跡
10 小野谷駄場窯址

11 伽藍 ]号窯址

¶2 通谷池第 4号窯址
13 岩崎遺跡

14 樽味四反地遺跡5次調査地
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資    料

風字硯 1点、石硯 1点出土 している。包含層からは、須恵器の高台郭、横瓶、土師器の不、貿易陶磁

器などが出上 している。

7:阿方春岡遺跡 (今治市阿方,未報告)(注 10)硯は平城期の溝から2′点④③、包含層から3′点
⑭99、 表採資料で9C後半～10C前半の風字硯が 2点出土している。

8:桜井■地点遺跡 (今治市国分,廣田秀久ほか1998)硯 は平城期の包含層から摘みを持つ杯蓋
を転用した転用硯が 2点出土している。

東予では、生産は飛′烏期にはじまり、平城期まで続いている。集落での出土は、平城期にみられ最

も多く、遅くとも10世紀前半までつづく。

(2)中 予 高縄半島西部、松山平野 。北条平野が主要な地域となる。
1)窯跡資料には、4遺跡 7点がある。

9:西野春日谷遺跡 (松山市西野町,西川真美1998)古墳時代終末期の須恵器・埴輪の併焼窯と、

窯を採業していた五人達の集落が検出されている。硯は作業場 (S Y04)か ら三足付円面硯 (獣脚硯)

1点⑩が出上している。(筆者の時代観では飛′鳥Iと した)

10:小野谷駄馬窯址 (松山市北梅本町,菩永光-1998)飛鳥Ⅲ～平城 Iに比定される窯跡である。
硯は表採資料として 1点⑩が出土している。

11:伽藍 1号窯址 (重信町大字下林,山本一英ほか1997) 平城 I～ Ⅲと平城Ⅳ～Vの 2時期に操

業された瓦と須恵器の窯跡である。出上した軒九瓦は、松山市来住廃寺出土の軒丸瓦と同屯であるこ

とが判明し、来住廃寺の瓦の供給窯跡とされている。調査は1966年と1997年の2度行われ、硯は1966

年調査時の灰原から 1′点②、1997年調査時の灰原から3点⑪②④が出土している。

12:通谷池第 4号窯址 (砥部町宮内,宮崎泰好1992) 平城 I～ Ⅱに比定されている窯跡である。

調査では、窯体の一部・前庭部・灰原 。物原を検出し、硯は灰原から中空円面硯 1点⑮が出土してい

る。

2)集落資料には、14遺跡26点がある。
13:岩崎遺跡 (松山市岩崎町,宮内慎-1999)弥生時代から中近世までの遺構が検出されている。
古代の遺構には、官衡や寺院に伴うと考えられるL字状に曲がる溝がある。硯は平城Ⅲに比定される

L字状の溝 (S D V201)か ら1点④、包含層から1点②が出土している。

14:樽味四反地遺跡 5次調査地 (松山市樽味,高尾和長1998) 弥生時代中期末から古墳時代後期

までの集落と、古代の自然流路を検出している。硯は飛′鳥Ⅲ～平城Ⅲに比定される自然流路から4点

②～①が出土している。

15:七 ノ坪遺跡 (松山市小坂,栗田茂敏1991) 近くには白鳳寺院中村廃寺の推定地がある。硯は

包含層から1点⑫が出上し、平城 I～ Ⅱに時期比定される。

16:南久米片廻り遺跡 2次調査地 (松山市南久米町,松村淳 。梅木謙-1996) 来住廃寺が位置す

る来住 。久米地区に位置する。硯は包含層から1点⑬が出土し、飛鳥 I～平城 Iの須恵器と共に伴出

している。

17:常堰遺跡 (松山市北久米町,森光晴19盈)硯 はB ttG 4地点から1′点⑭が出上している。時
期不明。

18:来住廃寺 5次調査地 (松山市来住町,西尾幸則・池田学1989) 回廊状遺構の北回廊の調査で

ある。硯は飛′烏Ⅱに比定されるS X01か ら1点⑮が出土している。

19:久米高畑遺跡22次調査地 (松山市来住町,田城武志1994) 久米官衡群内にあり、掘立柱建物

や柵列を検出している。硯は飛′専I～平城 Iの包含層内から2,点⑩⑦が出土している。
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表116 伊予出土硯一覧表

番  号
遺 跡 名 遺 構 名 法 旦

星 (cm)

遺 跡 Ｈ還 物 硯   径 硯 面 積 脚 部 径 面  高
1 ① 大 小 谷 谷 窯 址 窯本体 374

の 前庭部

③ 108

④ 灰  原 200
2 ⑤ カ メ 谷 窯 址 窯周辺 232

C69

の

⑤

◎

3 宮 之 前 遺 跡 包含層

池 の 内 遺 跡 包含層

5 辛 の 木 遺 跡 目然 j酌咎

⑫

6 八 町 1号 遺 跡 包含層

⑬

7 ⑭ 阿 方 春 岡 遺 跡 包含層

⑮ 溝

包含層

焉 155

表採

8 桜 井 11地 点 遺跡 包含層

9 西野春 日谷 遺跡 作業場

小 野 谷 駄場 窯址 表 採

④ 伽 藍 1号 窯 址 灰 原
の 256
の 248

② 192 120
の 通谷池第 4号窯址 灰  原 230
の 岩 崎 遺 跡 4区 S D V201

の ク  5区 包含層 172

の 樽 味 四 反地 5次 SRl 262 217
⑩ 132

⑩ 220
212

② 七 ノ 坪 遺 跡 包含層

④ 南久米片廻 り2次 包含層

⑭ 常 堰 遺 跡 BttG 4 122

⑮ 来 住 廃 寺 5次 S X01 182 135
久 米 高 畑 22次 包含層

⑬ 久 米 高 畑 41次 掘立003 172 257
⑩ 平 井 遺 跡 12号土坑

V-43
④ r-64 216 222

第 3調査区 132

久米 径 田遺 跡 ] 大溝周辺

⑭

112?

⑮

⑬ 上 野 遺 跡 耕作土

24 平 松 遺 跡 2号溝 142 202
樽 味 遺 跡 2次 包含層

古 照 遺 跡 6次 E 区
60D 上 井 遺 跡 遺構外

大 久 保 遺 跡 包含層

伊 予 の 硯
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料資

分 類
透かし

硯吉Б・脚吉Б
法   量 時 期

備考

横   田 高  尾 残  存 出 土 地 区

I― C― b― ロ C-2 特 大 飛鳥 Ⅱ～Ⅲ 復  完 川之江 東予
I― C― b― ロ C-2 中 飛鳥 I～ Ш ″  東予
I一 C― b一 ノ C-2 C 中 ク  東予
I― C― b― ロ C-2 C 中 硯  部 ク  東予
一C― b― ニ C-4 f 中 平城Ⅲ タト堤・脚 新居浜 東予
I― C― b― ニ C-4 中 クト    う邑 ″  東予
I― D D 復  完 ″  東予 形象硯
I一 D D 復   完 東予 形象硯

I― D D 脚   部 ク  東予 形象硯
I一 C― b― ロ 平城期 硯  部 今 治 東予 生産地
I― C― b― ロ 硯   吾Б ク  東予
I― C― b― ロ 硯  部 ク  東予
I― C― b― ニ 中 平城期 硯  部 西 条 東予
Ⅳ―C 平城期～10c 取   手 東 予 東予
I― C― b一 ノ C 中 硯  部 東 予 東予
Ⅲ―B 平城Ⅳ以降 硯   部 今 治 東予
Ⅱ一A 硯   部 今 治 東予
I― C― b― /1ヽ 平城Ⅳ 硯  部 今 治 東予
I― C― b― ロ 中 平城期 硯    音Б 今 治 東予
I― C― b― ニ 中 脚   部 今 治 東予
I― C― b一 ニ 中 硯  部 今 治 東予
I― C― b― ニ C-4 e 中 硯    吉Б 今 治 東予
I― C― b― ニ C-4 中 脚   部 今 治 東予
Ⅱ―A― a 硯  部 今 治 東予
Ⅱ―A― a 硯 ・ 脚 今 治 東予
転用硯 平城期 今 治 東予

今 治 東予
I― A A 獣脚 飛鳥 I 硯 松 山 中予
I― C― b― ハ ? C-1 /1ヽ 飛鳥Ⅲ～平城 I 触「   吉躊 ク  中予
I― C― b― ニ a /1ヽ 平城 I～ Ⅲ 硯 ク  中予
I― C― b― 口 ? C-2 大 勝p   言る 中予

I― C― b― 口 ? C-2 大 脚  部 ク  中予
I一 D D 平城Ⅳ～V 硯 重 信 中予 無脚

Ⅳ―A― b 平城 I～ Ⅱ 硯・脚部 砥 部 中予
I― C― b― ノ /1ヽ 平城 Ⅱ～Ⅲ 硯  部 松 山 中予
―C― b― 口 ? C-3 a 中 平城期 離p   ttБ 松 山 中予
I― C― a 大 飛鳥Ⅳ～平城Ⅲ 硯   音Б 松  山 中予
I― C― b― イ C-3 a 中 復  完 松 山 中予
I― C― b― ハ C-3 a 中 復   完 松 山 中予
I― C― b― ハ ? C-3 a 中 脚   部 松 山 中予
I― C― b― ハ 中 平城 I～ Ⅱ 硯  部 松 山 中予
I一 C― b― ハ 中 飛 鳥 I～半 城 I 硯   部 松 山 中予
I一 C― b一 ′ C ′|ヽ 不明 硯    部 松 山 中予
I― C― b― ロ C-1 中 飛鳥Ⅱ 復  完 松 山 中予
I一 C― b― ハ b 中 飛 島 Ⅱ 硯   部 松 山 中予
I一 C― b― ニ 飛鳥 I～平城 I 硯    部 松 山 中予
I― C― b― ロ C-2 大 飛鳥期 硯 松 山 中予
I― C― b― ニ a /1ヽ 平 城 Ⅳ ・ V 硯 松 山 中予
I一 D D タト堤・脚 松 山 中予
I― D D タト堤・脚 松 山 中予
―ρ― h― ロ 大 硯 部 松 山 中予
―C― b― ロ a 平城期 硯 松 山 中予
―C― b― 口 ? C-3 」ヽ 脚 部 松 山 中予
― C― b― ロ 硯 松 山 中予
―C― b― イ a /1ヽ 硯   部 松 山 中予
―C― b一 C-1 a /1ヽ 復  完 松 山 中予
― C― b― ロ 飛 弓 I～ 12c 硯 松 山 中予
―C― b― ノ C-4 a 中 平城Ш～V 復   完 松  山 中予
石硯皿―B― b 14c～ 16c 硯  部 松 山 中予 赤色頁岩製
石柳 Ⅱ・ B 13c 復   完 松 山 中予
I― C― b― ニ FF 中 平城期 硯   部 宇 和 南予

平城期～9c 宇 和 南予
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20:久米高畑遺跡41次調査地 (松山市南久米町,橋本雄-1999) 久米官衛関連の掘立柱建物 8棟

を検出している。硯は飛′鳥期の掘立柱建物003-SP5か ら1点⑬が出土している。

21:平井遺跡 (松山市平井,横山賢ほか1982) 来住廃寺の東に位置する。硯は第12号土坑状から

1点⑩、グリッドV-43から1点⑩、 r-64か ら1点④、第 3調査区から1点②が出上している。こ

れ等の資料は8C後半 (平城V)に時期比定する。
22:久米窪田遺跡Ⅱ (松山市久米窪田,阪本安光1981) 来住廃寺の東に位置する。硯は大溝とそ

の周辺から5点④～⑦が出上し、 7C後～8C(平城 I～ V)に時期比定する。
23:上野遺跡 (松山市上野町,栗田茂敏1994) 15世紀後半の水田を検出している遺跡である。硯

は水田耕作土から1点④が出土し、7C前半代 (飛′鳥I～ Ⅱ)の須恵器が伴出している。

24:平松遺跡 (伊予市上三谷,小林一郎1993)硯は2号溝状遺構から1`点⑩が出土している。平

城Ⅲ～Vに時期比定できる遺物と伴出している。

25:樽味遺跡 2次調査地 (松山市樽味,田崎博之1993) 14～ 16世紀の集落関連遺構を検出してい

る。硯は包含層から石硯 1,点が出土している。

26:古照遺跡 6次調査地 (松山市南江戸,栗田正芳1993)硯 はE区から石視が 1点出土し、13C

に時期比定されている。

中予では、硯の生産は飛鳥 Iに はじまり、平城Vまで行われている。集落での出土は飛′島Ⅱ～平城

Vにあり、特に平城期に集中する傾向にある。石硯は13世紀から16世紀に出上している。

(3)南予 愛媛県西部、豊後水道に面する海岸部を持つ。

1)窯跡の本格的な調査はなく、集落資料には2遺跡 2点がある。

27:上井遺跡 (宇和町大字岩木,中野良-1999) 岩木廃寺や宇和郡衛を検討する資料が出土して

いる。硯は遺構外から1点⑩が出上し、8C前後 (平城 I～Ⅵ)に時期比定できる。

28:大久保遺跡 (宇和町郷内,整理中)(注11)硯 は包含層から1点が出土し8C(平城 I～Ⅵ)
～9Cに時期比定されている。

南予では、窯跡の調査はないが、集落からは8世紀 (平城 I～Ⅵ)～ 9世紀の資料が見られる。南

予では、調査件数が少ないため、出土例が少ない。今後は、高速道路建設に伴い調査の増加が見込ま

れ、硯の出上が期待できる。

(4)伊予の出土傾向

伊予の陶硯は、東予、中予、南予の3地域から60点が出上している。窯跡からは東予12点、中予 7

点の19点が出上し、東予の出土品が最も多い。南予では窯跡の調査がなく出土例がない。集落からは

東予15点、中予24点、南予 2点の41点が出土し、中予が全体量の半数以上を占めている。出土量の多

い中予の集落では、来住廃寺の所在する来住・久米地区から15点が出上し、突出した地域になってい

る。

また、一遺跡の出土量では、東予の阿方春岡遺跡の 7点が最大であり、一遺構の出土量では、中予

の樽味四反地遺跡 5次調査地SRlの 4点が最も多い。これ等の遺跡には、遺跡及びその周辺に官衛
の存在を推定できる。
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第132図 伊予出土硯実測図 (1)
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第133図 伊予出土硯実測図 (2)
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3.分 類
前節では、伊予出土の硯資料を提示し、出土地と時期、出土量を整理した。次にこれ等の資料を形

態 。法量・装飾等で分類し、時間的、空間的特徴の抽出を試みることにする。

(1)横田の研究

横田氏の研究は、まず、硯を材質により陶硯、石視、瓦硯の三つに大別する。このうち陶硯は、平

面形によりI類からⅥ類の6つに分類、I類 :円面硯、Ⅱ類 :風字硯、Ⅲ類 :方形硯、Ⅳ類 :特殊硯、

V類 :猿面硯、Ⅵ類 :転用硯となる。このうち I類の円面硯は、脚形状によりA)獣脚硯、B)蹄脚
硯、C)圏足視の3種に分け、さらに硯部は内外堤の製作技法によりaobに区分け、bは硯部の製
作技法によリイ。口・ハ・二に細分している。

伊予では、石視は2点 と出上が少なく、瓦硯は出上していない。また陶硯では、Ⅱ類～Ⅵ類の出土

資料は10例 と少ないため、今回は、陶硯の I類円面硯に限り分析を行うものとする。

横田の研究は硯部の形態が主で、全体形状が把握できる資料に対しては有効である。ところが、伊

予出土資料は完形品が少なく、硯部や脚部が小片で出土するもので占められる。そこで、本稿では脚

部形状による分類を用い、装飾 (透かし)や法量にも着目して整理を進めていく。

(2)脚部形状

円面硯の脚部は横田により、A)獣脚硯、B)蹄脚視、C)圏足硯の3種に分けられているが、資
料には、分類に当てはまらないものもあり、D)その他を新しく設定し4種 とする。さらにここでは、

景魯盈酵程ζ亀守尋身,否と,[昂景探え僧已写警
「
平【

'1こ

とと:ほ高勇墾律糸泳甚[:岳鋒醗京禽
湾するもの、C-4は脚部が外湾し、脚端部は「へ」の字状に折り曲がるものとする。

C-1 C-2 C-4
第134図 脚分類模式図

伊予の資料では、脚部形態がわかるもは12遺跡から19点が出土している。

1)窯跡資料

C-1は 1,点で、小野谷駄馬窯址⑩が飛′鳥Ⅲ～平城 Iになる。
C-2は 6′点あり、飛′鳥I～飛を鳥Ⅲの大小谷谷窯址から4点③②③④、平城 I～平城Ⅲの伽藍 l号
窯址から2点②④がある。

C-3は 出土例がない。
C-4は 1点で、平城Ⅲのカメ谷窯址⑤がある。
2)集落資料

C-1は 2点出上し、飛J烏 Ⅱの来住廃寺 5次調査地⑮と8世紀 (平城期)の久米窪田遺跡Ⅱ⑦があ
る。

C-2は 1点で、飛′鳥Ш～Ⅳの久米高畑遺跡41次調査地⑬がある。
C-3は 5点出土している。飛′鳥Ⅳ～平城Ⅲの樽味四反地遺跡5次調査地②⑩③の3点、平城Ⅲ～

ヽ

Ｃ・３
ヽ
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Vの岩崎遺跡②、8世紀 (平城期)の久米窪田遺跡Ⅱ⑭がある。特に、樽味四反地遺跡 5次調査地出

上の3点は、接地面が凹む特徴を持つ。

C-4は 3点出上し、平城Ⅲ～Vの平松遺跡⑩と8世紀 (平城期)の阿方春岡遺跡⑫⑬で2点があ
る。

以上より、脚部形状の時期を整理 してみると、生産時期 (窯跡)は 、C-2が 飛鳥 I～平城Ⅲ、
C-1が 飛′鳥Ⅲ～平城 I、 C-4が 平城Ⅲとなり、C-3は 出土例がない。現状ではC-2が 飛′鳥 I

に出現 し、平城Ⅲまで継続し、この間に飛鳥ⅢにC-1、 平城ⅢにC-4が C-2に 遅れて生産され

た可能性を持つ。そして、飛鳥Ⅲ～平城Ⅲの間には少なくとも2形態の脚部が生産されたことになる。

加えて、平城Ⅳ以降には窯跡出土の硯はないことが分かる。

一方、消費時期 (集落)は 、C-1が 飛鳥Ⅱ、C-2は 飛鳥Ⅲ～Ⅳ、C-3は 飛鳥Ⅲ～平城Ⅲ、
C-4は 平城Ⅲ～Vにある。C-1が 最も古 く飛鳥Ⅱに現れ、飛鳥Ⅲ期にはC-2と C-3が あり、

残るC-4は 平城Ⅳになり出土する。少なくとも古い時期からC-1→ C-2・ C-3→ C-4へ の

使用変化がよみとれる。

表117 脚部形状と時期との関係

窯跡資料

(3)脚部の装飾

脚部には装飾がなされる。装飾には透かしを施すもの、透かしと線刻とを施すもの、線刻だけを施

すものがあり、透かし子との形状と線刻の有無等によりa～ gの 7種類に分ける。aは透かしが長方形

のもの、bは透かしが円形のもの、cは透かしが十字のもの、dは透かしがなく線刻を施すもの (縦

方向の長線を施す)、 eは長方形の透かしに縦直線を組み合わせるもの、fはハート形の透かしに線

刻を施すもの、gは透かしがM形のものである。

1)窯跡資料

aは 5点出土している。飛′鳥I～ Ⅲの大小谷谷窯址から2点③②、飛`烏Ⅲ～平城 Iの小野谷駄馬窯

址から1点⑩、平城 I～ Ⅲの伽藍1号窯址から2点⑪②がある。

cは 2点出土し、飛`専 I～ Ⅲの大小谷谷窯址から2点③④がある。

時 期

脚部形状

飛

Ⅱ

鳥

ⅢI Ⅳ

平 城

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V

C-1

C-2

C-3

C-4

1点

6点

0点

1点

集落資料

飛

Ⅱ

鳥

ⅢI Ⅳ

平 城

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V

C-1

C-2

C-3

C-4

2点

1点

5点

3点
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fは 1点で、平城Ⅲのカメ谷窯址⑤がある。

b・ d・ e・ gは、 出土例がない。
2)集落資料

aは 7点出上している。平城期の久米窪田遺跡Ⅱから1点④、飛鳥Ⅳ～平城(Ⅲの樽味四反地遺跡5

次調査地から3点②⑩③、岩崎遺跡から平城Ⅱ～Ⅲの1と改④と平城期の1点②の計2点、平城Ⅲ～V
の平松遺跡から1点⑩がある。

bは 2点出土している。飛′鳥Ⅱの来住廃寺5次調査地から1点⑮、飛鳥Ⅱの久米高畑遺跡22次調査

地の1点⑭がある。

cは 4点出土している。平城期の池の内遺跡から1点⑩、平城期から10世紀の幸の木遺跡から1点

⑫、平城期の阿方春岡遺跡から1点⑭、常堰遺跡からlJミ⑭ (時期不明)がある。

dは 1点出土し、飛′鳥I～平城Iの久米高畑遺跡22次調査地⑦である。

eは 3点出土し、8世紀の久米窪田遺跡Ⅱから1点⑭、平城期の阿方春岡遺跡から2,点⑫⑬がある。

gは 1点で、平城期の上井遺跡から1点⑩がある。

fは、出土例がない。

以上より、装飾の時期を整理すると、窯跡資料には、 aが飛鳥 I～平城Ⅲ、 cが飛鳥 I～ Ⅲ、 fが

平城Ⅲとなり、 b・ d・ e・ gは出土例がない。現状では、 aの長方形透かしは飛′鳥期から平城の前

半期まで用いられ、量も主体となる。そのなかで、 cの十字透かしは飛`鳥期に、 fのハート透かし・

線刻との組み合わせは平城期に少量作られていることが明らかになってきた。

表118 装飾種と時期 (1)

窯跡資料

飛

Ⅱ

鳥

I Ⅲ Ⅳ

平 城

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V 備 考
a

b

C

d

e

f

g

5点

0点

2点

0点

0点

1点

0点

川之江

集落資料

飛

Ⅱ

`弓

I Ⅲ Ⅳ

平 城

I Π Ⅲ Ⅳ V 備 考

a

b

C

d

e

f

g

7点

2点

4点

1点

3点

0点

1点

来住

来住

宇和

-227-



伊 予 の 硯

一方、集落資料では、 aが飛鳥期～平城期に継続してあり、 b・ dは飛鳥期に、 c・ e・ gは平城

期にみられる。また、各装飾を出土地域別に見ると、 aoc・ d・ eは東予と中予の両地域から出土

しているが、 bは中予地域のそれも来住・久米地区からの出土に限られている。出土量では、 cは東

予・中予から6点が出上しているが、その内の 5点が東予からの出上であり、分布に偏在がある。

表119 装飾種と時期 (2)

さて、先に分析 した脚部形状と装飾の関係は、 aが C-1か らC-4の 全ての脚部形状にあり、 b
がC-1に 、 cは C-2に 、 eが C-3と C-4に 、 fは C-4に 施されている。 dと gは脚部の端
部までが出土していないため、脚部形状との関係は求められない。

この結果からは、 aは脚部形状や時期に関係なく継続して用いられ、装飾 b・ cofは脚部形状が
1つに限定され、 eは脚部形状に二者がみられることになる。

(4)法量分類

硯の法量には硯部径、脚部径、硯面高を測ることができる。法量及び各部位の比率には規格性があ

るのではないかと考え、 1)硯部径と脚部径の比率、2)法量と脚形状、3)硯部径と硯面高の3項

目について検討を加えていく。

飛 鳥

I Ⅱ Ill Ⅳ

平 城

I Ⅱ Ш Ⅳ V 備 考

ａ

　

ｂ

　

ｃ

　

ｄ

　

ｅ

　

ｆ
一
　

宣
一

12点

2点

6点

1点

3点

1点

1点

表120 脚部形状と装飾種と時期

飛

Ⅱ

鳥

Ⅲ Ⅳ

平 城

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V 備 考

C-1

C-2

C-3

C-4

a

b

a

C

a

e

a

e

f

2点

1点

4点

2点

4点

1点

2点

2点

1点
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1)硯部径と脚部径の比率 硯部径と脚部径の明らかな資料は 6遺跡10点があり、硯部径には7.0

cm～ 31.8cm、 脚部径には9.6cm～ 37.4cmの ものがある。硯は、視の全体器径と法量が知れる10点 をみる

と硯部径が脚部径より小さいことを基調としている。また、脚部径と硯部径の比率は、85,0%～

95。 70/0と 70.90/0～ 72.40/Oの二群に分かれる。前者は飛 `鳥 I～平城Ⅱの資料に、後者は平城Ⅲ以降の資

料となり、硯の全体形状は平城Ⅲを境に大きく異なることを示している。したがって、硯部径と脚部

径の比率を用いると、硯部の破片資癖密櫛部径を求め

身i呈転尋瑾桑伝晟再曽盈私は平均値72.1%をそこで、飛鳥 I～平城Ⅱの破片資料では平均値 (

指数とし、各々の脚部径を推定していく。その結果、推定可能な硯部資料は17点になり、全体で36点

となる。

硯部/脚部径 =比率 °/。

飛′鳥I～平城Ⅱ =85.0～ 95,7%、 平均値 90.70/O(指数)

平城Ⅲ以降 =70.9～ 72.40/O、 平均値 72.10/0(指数)

次に、脚部径を求めた結果から、脚部径を基準に硯の法量を分類すると4つ に分けられ、特大品は

30cm以上、大型品は30cm未満24cm以上、中型品は24cm未満15cm以上、小型品は15cm未満とすることが

できる。各々の出土量は、特大品が 1点 (2.8%)、 大型品が 4点 (13.9%)、 中型品力認2点 (61.1%)、

小型品が 9点 (22.2%)と なり、中型品の出土量が多く6割を占め、特大品と大型品は 1割強と少な

い出土量であることが分かる。また、出土地ごとにみると以下 (表122)になる。

表121 硯部・脚部 。硯面高

遺物
番号

遺 跡 名 硯部径
(cal)

脚部径

(cm)

硯部径と脚
部径の比率

(%)
視面高
(cm)

脚部

法量

分類

脚部
形状
装飾 型式分類

窯跡

①

②

③

④

⑤

大小谷谷窯址

大小谷谷窯址

大小谷谷窯址

大小谷谷窯址

カメ谷窯址

31.8

14.6

17.2

18.2

16.8

37.4

15,4

19.2

20.0

23.2

85.0

94.8

89.5

910

72.4

7.8

6.0

70

63

6.5

特大

中

中

中

中

C-2

C-2

C-2

C-2

C-4

a

a

C

C

f

飛鳥Ⅱ～Ⅲ

飛鳥 I～ Ⅲ

飛鳥 I～ Ⅲ

飛鳥 I～ Ⅲ

平城Ⅲ

集落

⑩

⑩

⑮

⑬

⑦

⑩

樽味四反地遺跡5次

樽味四反地遺跡5次

来住廃寺 5次

久米高畑遺跡41次

久米窪田遺跡Ⅱ

平松遺跡

17.4

19.8

18.2

70

142

196

22.0

19,0

25,7

9.6

20.2

88,7

900

957

729

709

7.8

8,0

6.6

6.6

4.8

5.0

中

中

中

大

小

中

C-3

C-3

C-1

C-2

C-1

C-4

a

a

b

a

a

飛鳥 I～平城Ⅲ

飛鳥 I～平城Ⅲ

飛鳥Ⅱ

飛′島期

平城期

平城Ⅲ～V
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分 類 法  量 点数 遺 跡 名 時 期

特大品 30cm以上 1 大小谷谷窯址① (飛 `鳥 Ⅱ～Ⅲ)

大型品 塞cm以上30cal未満 2 伽藍1号窯址②④ (平城I～Ⅲ)

中型品 15cm以上24cm未満 5 大小谷谷窯址②9④ (飛 `鳥 I～ Ⅲ),カ メ谷窯址③③ (平城Ⅲ)

小型品 15cal未満 2 小野谷駄場窯址⑩ (飛′島Ⅲ～平城I),伽藍1号窯址④ (平城I～Ⅲ)

伊 予 の 硯

表122 法量と出土地分類
窯跡資料

窯跡出土品には全ての法量があり、特大品 1点、大型品 2点、中型品 5点、小型品 2点 となる。時

期は、中型品が飛鳥 Iにあり、特大品は飛′鳥Ⅱにあり、小型品は飛鳥Ⅲに、大型品は平城 Iに 出現し、

法量差は出現期の差にもなる。ただし、平城Ⅲには大型品 。中型品 。小型品が共にある。

一方、集落出土品では大型品 3点、中型品17点、小型品 6点が出土し、特大品の出土例はない。時

期は、中型品が飛鳥Ⅱから平城Vま であり、大型品が飛鳥Ⅳに出現し、小型品が平城 Iか ら出現する

ことになり、平城 I期以降は中型品と小型品の 2種類が出土することになる。

硯の大きさを脚部径により分類 した結果、法量と時期との関係は、特大が飛鳥Ⅱ～Ⅲに生産される

が、現在までに集落からの出土はない。大型は窯跡・集落ともに平城 I～ Ⅲにあり、このうち集落で

の出土は飛鳥Ⅳにさかのぼり、出現期に差が生じている。中型は、飛鳥 I～平城Vの全ての時期に出

土するが、飛`鳥 Iと 平城Ⅳ・Vでは出土状況 (窯址・集落)に違いがある。小型は、飛`鳥Ⅲ～平城V

に出上している。ただし、窯跡での出土は飛鳥Ⅲ～平城Ⅲ、集落での出土は平城期になり、出土する

時期に差がみられる。

集落資料

分 類 法  量 点数 遺 跡 名 時 期

特大品 30cm以上 0

大型品 24cm以上30cm未満 3
樽味四反地遺跡5次調書② (飛′島Ⅳ～平城Ⅲ)

久米高畑遺跡41次調査② (飛鳥期),平井遺跡⑫ (平城Ⅳ,V)

中型品 15cm以上24cln未満 17

池の内遺跡⑩ (平城期),幸の木遺跡⑫ (平城期～10世紀)

阿方春岡遺跡⑭⑬⑭⑫⑬ (平城期),岩崎遺跡⑫ (平城期)

樽味四反地遺跡5次調査Э⑩③ (飛′烏Ⅳ～平城Ⅲ)

七ノ坪遺跡② (平城I～ Ⅱ)

南久米片廻り遺跡2次調査⑬ (飛鳥I～平城I)

来住廃寺5次調査⑮ (飛鳥Π),久米高畑遺跡22次調都⑭ (飛鳥Ⅱ)

平松遺跡⑩ (平城Ⅲ～V),上井遺跡⑩ (平城期)

小型品 15cln未満 6
入町1号遺跡⑬ (平城Ⅳ),

平井遺跡⑩ (平城Ⅳ・V),

岩崎遺跡⑮ (平城Ⅱ～Ⅲ)

久米窪田遺跡⑭⑬④ (平城期)
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ⅢI Ⅱ Ⅳ

平
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I Ⅲ Ⅳ V
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所

特大品

大型品

中型品

小型品

C-2
C-2
C-2
C-4
C-1

1

2

3

1

1

川之江

重信

川之江

新居浜

松山

類分

表123 法量 。脚部形状と時期

窯跡資料

2)法量と脚形状

そこで法量と脚形状の関係をみていく。

窯跡では、特大はC-2で 飛鳥Ⅱ～Ⅲ、大型はC-2で 平城 I～Ⅲにある。中型はC-2・ C-4

にあり、C-2は 飛′鳥I～ Ⅲ、C-4は 平城Ⅲにある。小型はC-1で 、飛′鳥Ⅲ～平城 Iにある。

集落では、特大は出土例がなく、大型はC-2で 飛鳥 I～ Ⅳにある。中型はC-1,C-3,C―

4にあり、C-1は 飛鳥Ⅱ、C-3は 飛鳥Ⅳ～平城 V、 C-4は 平城 I～ Vにある。刀ヽ型はC-1・

C-3に あり、平城 I～ Vにある。

法量と脚形状の関係は、特大と大型は脚形状C-2に 限られ、中型品はC-1～ C-4の 全てがあ

り、小型品はC-1と C-3に なる。さらに、特大C-2と 中型C-2は 飛鳥期、小型C-3は 平城

期に出土が限られてくることが分かつてきた。

3)硯部・脚部径と硯面高の関係

硯面高は7遺跡11を点の資料を使用し、4.8cm～ 8.Ocmの ものがある。平松遺跡⑩と久米窪田遺跡Ⅱ⑫の

2′点は4.8cmと 5.Ocmを測り、他の9資料は6.Ocm～ 8.Ocmと なり、 5 cm～ 6 cmの間が一つの境になる。

硯面高は、対象資料が少ないこともあり形状や法量による差は明確にみられないが、器高の低いも

の2例が平城期に属することから、器高は時期と関係する可能性が高い。

集落資料

法 量

時 期
脚部形状1点数

飛 蔦

ⅢI ] Ⅳ

平

コ

城

I Ⅲ Ⅳ V

考

在

備

所

特大品

大型品

中型品

小型品

/
C-2
C-1

C-3
C-4
C-1

C-3

/
1

1

4

1

1

1

来住

来住

岩崎・樽味

伊予

久米

久米
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4。 まとめ

伊予出上の硯は28遺跡から、陶硯と石硯が62点 出上している。

陶硯は60点あり、うち生産を示す窯跡からは東予の出土量が最も多く12点、つづいて中予が 7点、

南予は窯址の出土例がない。時期では、東予と中予ともに飛鳥 Iに はじまり平城期まで続いている。

一方消費を示す集落では、中予が最も多く、県内出土の半数以上を占める。さらに、出土量の多い

中予の半数が来住廃寺の所在する来住・久米地区から出土し、突出した地域になっている。陶硯の出

土量からも来住廃寺を中心とした遺跡群の重要性は明らかである。時期では、東予が平城期にはじま

り、かつ最も多く、遅くとも10世紀前半までみられる、中予は飛′鳥Ⅱにはじまり平城Vま であり、平

城期に集中する傾向がある。南予は 2点で、平城期から9世紀にみられる。中予と東 。南予では出土

時期に違いはあるが、三地域ともに平城期に最も出土量が多くなる。

今回、硯の形態的特徴を抽出するために、独自の分類として脚部の断面形状に注目し分析を試みた。

分析では、C-1は 脚部全体が直線的に開くもの、C-2は 脚部が外湾して開くもの、C-3は 脚部
全体が外湾し、脚端部が内湾するもの、C-4は 脚部が外湾し、脚端部は「へ」の字状に折り曲がる
ものとし、時期の変遷を整理した。その結果、窯跡からはC-2が 飛鳥 I、 C-1が 飛鳥Ⅲ、C-4
が平城Ⅲに出現し、飛鳥Ⅲ～平城Ⅲの間は少なくとも2形態の脚部が生産されていたことになる。な

お、C-3は 出土例がなかった。集落ではC-1～ C-4の 全てが出土し、C-1が 最も古く飛鳥Ⅱ
に現れ、C-2と C-3が 飛鳥Ⅲに、C-4は 平城Ⅳにあり、少なくとも古い時期からC-1→ C―
2,C-3→ C-4へ の使用の変化がよみとれる。ここで、脚形状の生産と消費には、幾つかの問題
点がみえてくる。一つは、生産しているにもかかわらず出土がない物、二つには、集落での出土はあ

るが生産地にない物の存在である。前者は、集落 (消費地)での出土が今後にみられる場合、需要地

が県外の場合とが考えられ、後者は、生産地 (窯跡)の発見が未だないためか、もしくは伊予以外か

らの搬入品が考えられる。

また、脚部装飾にも注目してみた。脚部には、透かしや線刻により文様が施され、透かし孔の形状

と線刻の有無によりa～ gの 7種類に分かれた。装飾時期の変遷を整理すると、 aは飛′烏期から平城

期に、 b・ dは飛鳥期に、 cは飛鳥期から平城期に、 e・ f・ gは平城期以降に装飾を施す。平城期

には装飾は固定化せずにさまざまな装飾を施すことになり、 a,coeの 3種類が大多数を占めるこ
とになる。その中で aの長方形透かしは窯跡、集落共に飛鳥～平城期に継続してみられ、量も主体と

なり、さらに脚形】犬にも関係なく一貫して用いられる加飾法といえる。一方、bの円形透かし、 cの

十字透かし、 fのハー ト形透かしに線刻をもつもの三者は、時期と脚形状が限定されてくる。

したがつて、脚部加飾のなかには、時期さらには地域を現す属性になりうるものがあるだろう。

法量分類からは、視の法量及び各部位の比率には規格性があるのではないかと考え、硯部径と脚部

径の比率に着目した。脚部径に対する硯部径の比率は85.00/0～ 95,70/0と 702%～ 72.90/Oに 2分され、区

分されたものをみると、前者は飛鳥 I～平城Ⅱ、後者は平城Ⅲ以降に対応し、時期と硯部径/脚部径

の比率には、相関関係があることを明らかにした。よって、時期が概ね判断される硯部の破片は、脚

部径が推定可能となった。

脚部の裾部径は特大30cm以上、大型24cm以上30cm未満、中型15cm以上24cm未満、小型15cm未満の4

つに分けられ、中型は出土量が多く継続してあり、硯の主体をなすものとみられる。特大と大型は 1

割強の出土量と少なく、特大品は飛鳥期に限られていた。

以上、伊予の硯の地域性を求めるため資料収集を行い、独自の脚形状の分類により伊予の硯のおよ
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ま  と  め

その全体像を推定することが可能になった。今後は、特に脚部形状や施文 (透かし・線刻)を視点と

して硯からみた伊予の地域色の抽出につとめたい。
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写 真 図 版 例 言

1.遺構の撮影は、調査担当及び大西朋子が行い、やぐら・高所作業車を使用した。

なお、航空写真は、国際航業株式会社による。

使用機材 :

カ メ ラ トヨフイールド45A     レ ンズ スーパーァンギュロン 901mll他
アサヒペンタックス67        ペンタックス67 551wll他

ニコンニューFM2          ズームニッコール 28～ 85mll他

フ ィル ム プラスXパン・ネオパンSS

2.遺物の撮影は、大西が行った。

使用機材 :

カ メ ラ トヨ/ビュー45G      レンズ ジンマー S2401nHl
ス トロ ボ コメット/CA-32・ C B 2400(バ ンク使用)
スタンド他 トヨ/無影撮影台・ウエイトスタンド101
フ ィル ム プラスXパン・フジRDPⅢ

3.白黒写真の現像と焼き付けは、一部を除いて大西が行った。

使用機材 :

引 伸 機 ラッキー450M D      レンズ エル・ニッコール1351Ml

ラッキー90M D            エル・ニッコール50mll

印 画 紙 インフォードマルチグレードⅣRC

フイルム現像剤 ゴタックD-76・ HC■ 0

【参考】F埋文写真研究』Vol.1～ 11

〔大西 朋子〕



筋 違 L遺 跡

図
版
　
一

1.調査地遠景 (北西より)

2.調査前風景 (南東より)
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1.3区完掘状況 (東より)

2.1区 完掘状況 (西より)
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1.2区 完掘状況 (東より)

2,4区 完掘状況 (北より)
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2.SB7遺物出土状況② (南より) 3.SB7遺物出土状況③ (南より)
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1.SB7出土遺物①
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1.SB7出土遺物②
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1.SB3完 掘状況 (南西より)

2.SB3出 土遺物
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1.調査前 (南より)
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1.遺構検出状況 (南より)

2.遺構完掘状況 (南より)
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1,SB3遺 物出土状況 (南より)

3,SB3主柱穴P②における遺物出土状況(南よ
',)

2.SB3炉 における支脚出土状況 (南東より)
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1.SB3完 掘状況 (南より)

2.土坑群完掘状況 (北西より)
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1.掘立 1完掘状況 (南より)

2.掘立 3完掘状況 (南より)



筋 違 N遺 跡

図
版

十
六

1.T5～ 8遺構完掘状況 (東より)

S P100不蓋出土状況 (西より)
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114

SB3出土遺物② (105。 106)・ SB4出土遺物 (111・ 113・ 114)
SK3出土遺物 (107)。 SK2出土遺物 (122・ 123)

1.
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